
荒谷町のベンガラ納屋の茶店 OPEN
2023 年 5 月 20 日（土）・21 日（日）　11：00 ～ 16：00　※予約制　

 場所     　　 石川県加賀市山中温泉荒谷町ル 140　荒谷町のベンガラの納屋

　　　　　　※駐車場は鶴ヶ滝駐車場をご利用ください。

　　　　　　　（加賀市山中温泉荒谷町２）

　　

昨年 11 月に作家 TAKAGI KAORU と地域の方たちが集まり話せる場所を持つために、共同で制作した「ベンガラ納屋」。

この納屋は５月に２日間限定で、大人も子供もどなたでも気軽に作家とおしゃべりをしたり、くつろいで頂ける茶屋になります。

名付けて「ベンガラ納屋の茶店」。

お茶を飲みながら、持ち寄ったものを皆で楽しみ対話する時間を作ってみたいと思います。

　開催日時   　2023 年 5 月 20 日（土）・21 日（日）　以下、6 回に分けておもてなしいたします。

　　　　　　

対象　　　   大人も子供もどなたでも・参加費無料

参加方法       （一社）山中温泉観光協会まで電話もしくはメールで名前・参加希望時間をお申込みください。

　　　　　　この茶店は作家と何かを交換することでご利用いただけます。

　　　　　　作家がお茶とお菓子をご用意しますので、交換できるものをお持ちください！

　　　　　　歌でも、一輪の摘んだ花でも、家で採れた大根でもなんでも構いません。

　　　　　　この茶店では交換することで何が生まれるのか皆さんと感じてみたいと思います。

　　　　　　

　　　　　　21 日（日）

　　　　　　④11：00 ～　15 名様

　　　　　　⑤12：30 ～　15 名様

　　　　　　⑥14：00 ～　15 名様

　　　　　　20 日（土）

　　　　　　①11：00 ～　15 名様

　　　　　　②12：30 ～　15 名様

　　　　　　③14：00 ～　15 名様



大人も子供も誰でも、作家と何を交換すれば楽しい時間になるのか。

そこを考え思い巡らせお越しいただければと思います。

このベンガラ納屋の茶店には山中温泉の人々だけでなく、

他の町から、そして他県からもお越しくださいます。

普段会って話すことの無い人々が顔を合わせ、お茶を飲みながら、

交わす言葉によって、このベンガラ納屋がこれからこの町の何になり得るか。

少しでもヒントが見つからないかと期待しています。

5 月 19 日（金）から荒谷町の集会所で準備していますので、

お気軽にお立ち寄りください。みなさまのお越しをお待ちしております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高木 香織　Kaoru Takagi

粘土による器のほか、水引を使った立体造形をつくる。 食器などにとどまらず、さまざまなもの（ときには家屋や人の内面）のなかに器を見出し、

自作の磁器を使ったパフォーマンスは、道具と環境の相互作用により、参加者が自身の内なる器の存在に気づく機会になっている。

自作の器で食事を提供することで街中にさまざまな関係性と物語をうむスペース「ひととき」を主宰。

器の可能性を追求し続ける作家。

近年の主なプロジェクトとして、2021 年「作家を作ってみませんか？」国立国際美術館（大阪）、

2022 年 「ＵＮＭＡＮＮＥＤ無人駅の芸術祭 / 大井川２０２２」（静岡）、

2022 年「自身に見えている景色は必ず自身で変えることができる」

- 抜里の茶畑に色を咲かせる -（静岡）など。

 

ベンガラ納屋の茶屋で一緒にお店番しませんか？

【主催・お問い合わせ】

（一社）山中温泉観光協会

TEL：0761-78-0330　　

FAX：0761-78-0332　　

E-mail：otazune@yamanaka-spa.or.jp

　　

作家ホームページ

https://www.takagikaoru.com/  作家インスタグラム 

※イメージ

茶店のオープン準備・店番を作家と一緒にしてくださる子どもたちを募集しています。

場所　　荒谷町のベンガラの納屋

日時　　2023 年 5 月 20 日（土）・21 日 ( 日）　

　　　　両日とも 10:00 ～ 16:00 の間で受け付けています。出入りは自由です。 　

　　　　※飛び入り参加も受け付けています。

対象　　山中温泉在住の子どもたち

参加方法　（一社）山中温泉観光協会まで電話もしくはメールで名前・年齢・参加可能時間をお申込みください。

日本三大銘茶の川根茶を使ったハーブとフルーツの冷茶

作家が横浜で営むお店「ひととき」のお菓子

納屋を塗ったときの粘土を使用した作家の器作品

で召し上がっていただきます！

作家プロフィール

作家メッセージ 作家のおもてなし


